
一
七

う
こ
と
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
が
こ
よ
う
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
受
容
者
を
結
ぶ
線
上
に

は
、爆
音
で
聴
取
が
可
能
な
映
画
館
と
い
っ
た﹁
声
﹂の
受
容
環
境
も
浮
か
ん
で
く
る
。

受
容
者
同
士
の
関
係
に
目
を
向
け
れ
ば
、
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
も
無
視
で
き
な
い
。こ
の
三
項
全
体
に
は
、﹃
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
﹄、﹃
月
刊
ニ
ュ
ー

タ
イ
プ
﹄、﹃
ア
ニ
メ
デ
ィ
ア
﹄
と
い
っ
た
ア
ニ
メ
関
連
雑
誌
や
﹃
ボ
イ
ス
・
ア
ニ
メ
ー

ジ
ュ
﹄
の
よ
う
な
声
優
専
門
雑
誌
、
そ
れ
ら
の
発
行
・
流
通
に
携
わ
る
出
版
社
も
関

わ
っ
て
く
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、ア
ニ
メ
と
声
を
め
ぐ
る
議
論
は
多
岐
か
つ
複
層
的
で
あ
り
、

声
優
の
問
題
に
単
純
に
還
元
し
て
語
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
う
。
加
え
て
、﹁
声
優
﹂

︵
と
い
う
概
念
︶
自
体
も
、決
し
て
一
枚
岩
的
に
は
語
れ
な
い
。
男
性
／
女
性
と
い
っ

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
視
角
や
宮
崎
駿
︵
作
品
︶
に
お
け
る
声
優
を
専
門
と
し
な
い
俳
優

の
起
用 

│
│ 

声
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
／
ア
マ
チ
ュ
ア
と
い
う
区
分 

│
│ 

な
ど

を
鑑
み
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る 

2 

。
と
は
い
え
、
ア
ニ
メ
と
声
の
関
係
を

論
じ
る
際
に
、
声
優
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
が
欠
か
せ
な
い
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ア
ニ
メ
と
声
を
め
ぐ
る
複
雑
な
問
題
系
を
論
じ
る
端
緒
を
築
く
た
め
に
、

本
稿
で
は
声
優
の
歴
史
お
よ
び
声
と
身
体
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
議
論
に
絞
っ
て
取

り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
議
論
を
先
取
り
す
る
が
、
声
優
史
と
声
︵
優
︶
の
／
と
身

体
を
め
ぐ
る
論
点
は
相
互
に
貫
入
し
合
っ
て
い
る
。

2 

宮
崎
駿
／
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
作
品
と
声
優
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
以
下
を
参
照
。

小
川
び
い
﹁
島
本
須
美
の
系
譜 

│
│ 

ジ
ブ
リ
作
品
と
声
優
﹂、﹃
ユ
リ
イ
カ
﹄
12
月
号
、

青
土
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
三
二
︲
一
三
六
頁
。
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
広
報
部
長
で
あ
る
西

岡
純
一
に
よ
る
﹁
ジ
ブ
リ
が
役
者
を
起
用
す
る
理
由
﹂、
動
画https://w

w
w.youtube.com

/

w
atch?tim

e_continue=95&
v=m

bfuqtK
Y

6hI, 

二
〇
一
〇
年
四
月
一
三
日
公
開
︵
情
報
取

得
日
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
九
日
︶。
ま
た
、
声
を
め
ぐ
る
声
優
の
関
与
は
、
映
画
の
吹

き
替
え
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ゲ
ー
ム
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

ア
ニ
メ
・
声
・
身
体
に
つ
い
て
の
覚
書

太　
　

田　
　

純　
　

貴　

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
科
学
研
究
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵﹁
ア
ニ
メ
の
﹁
声
﹂
の
文
化
と

そ
の
制
度
化
を
言
語
学
， 

現
代
思
想
， 
メ
デ
ィ
ア
論
の
共
同
で
捉
え
る
試
み
﹂︵
研
究

代
表
者
：
太
田
一
郎
︶︶
に
関
連
し
て
、
ア
ニ
メ
と
声
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
や
既

存
の
知
見
・
論
点
を
限
定
的
で
は
あ
る
が
紹
介
・
整
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
本
稿
は
サ
ー
ヴ
ェ
イ
的
性
格
の
研
究
ノ
ー
ト
や
覚
書
に
相
当
す
る
。

﹁
ア
ニ
メ
の
﹁
声
﹂
の
文
化
﹂
を
取
り
上
げ
る
と
き
に
は
、
複
数
の
問
題
系
を
設

定
で
き
る
。
そ
の
際
、声
優
や﹁
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹂、ア
ニ
メ
の
受
容
者
と
い
っ
た
フ
ァ

ク
タ
ー
は
直
接
・
間
接
的
を
問
わ
ず
必
ず
貫
入
し
て
く
る
だ
ろ
う 

1 
。
便
宜
的
に

こ
の
三
項
を
頂
点
に
三
角
形
を
描
け
ば
、
多
様
な
問
題
系
を
さ
ら
に
見
出
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
声
優
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
結
ぶ
線
に
お
い
て
は
、
ヴ
ォ

イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
そ
れ
を
担
保
す
る
声
優
学
校
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
い
っ
た
声
の
﹁
制
度
化
﹂
に
関
わ
る
要
素
を
指
摘
で
き
る
。
声
優
と
受

容
者
を
結
ぶ
線
上
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
や
声
優
に
直
接
会

1 

本
稿
の
キ
ャ
ラ
／
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
参
照
項
と
さ
れ
る
伊

藤
剛
の
定
義
に
原
則
と
し
て
従
う
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、﹁
人
格
・
の
よ
う
な
も
の
﹂
で

あ
る
﹁
キ
ャ
ラ
﹂
を
土
台
と
し
て
成
立
す
る
、
人
格
を
備
え
た
身
体
表
象
と
し
て
指
摘
さ

れ
る
︵
伊
藤
剛
﹃
テ
ヅ
カ
・
イ
ズ
・
デ
ッ
ド
﹄、
星
海
社
新
書
、
二
〇
一
四
年
、
一
二
六
頁
︶。



太
　
　
田
　
　
純
　
　
貴

一
八

れ
を
第
一
次
声
優
ブ
ー
ム
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
降
の
声
優
ブ
ー
ム
は
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ

時
代
の
本
格
的
な
幕
開
け
と
し
て
の
﹃
鉄
腕
ア
ト
ム
﹄
の
放
送
開
始
︵
一
九
六
三
年
︶

や
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
を
睨
み
な
が
ら
整
理
さ
れ
る 

5 

。

一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
は
﹃
巨
人
の
星
﹄
や
﹃
機
動

戦
士
ガ
ン
ダ
ム
﹄
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ニ
メ
作
品
が
制
作
さ
れ
る
。
そ

の
な
か
で
も
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
と
劇
場
版
の
両

方
が
公
開
さ
れ
た
﹃
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
﹄
に
よ
っ
て
、
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
が
生
じ
る
。

そ
れ
を
契
機
に
声
優
た
ち
が
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
て
い
く
。
先
述
の
第
一
次
声
優
ブ
ー

ム
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
動
向
が
第
二
次
声
優
ブ
ー
ム
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
第
一
次
・
第
二
次
声
優
ブ
ー
ム
や
関
連
す
る
動
向
・
事
象
を
受
け
て
、
声
優
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
や
養
成
事
務
所
の
設
立
や
労
働
環
境
の
整
備
な
ど
が
進
展
す
る
。
声

優
を
生
み
出
す
制
度
の
組
織
化
・
体
系
化
を
背
景
に
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
﹃
美

少
女
戦
士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
﹄
を
き
っ
か
け
と
し
て
第
三
次
声
優
ブ
ー
ム
が
起
こ

る 

6 

。

5 

東
映
の
長
編
ア
ニ
メ
映
画
﹃
白
蛇
伝
﹄︵
脚
本
・
演
出
は
藪
下
泰
司
、﹁
声
の
出
演
﹂

は
森
繁
久
彌
と
宮
城
ま
り
子
、
一
九
五
八
年
︶
の
よ
う
に
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
に
先
行
し
て
劇

場
版
ア
ニ
メ
は
公
開
さ
れ
て
い
る
。
劇
場
版
ア
ニ
メ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
例
え
ば
以
下
を

参
照
。
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
編
集
部
編
﹃
劇
場
ア
ニ
メ
70
年
史
﹄、
徳
間
書
店
、
一
九
八
九
年
。

同
書
で﹁
声
の
出
演
﹂が
最
初
に
明
記
さ
れ
る
の
は
、一
九
三
二
年
に
完
成
し
た︵
一
九
三
三

年
公
開
︶﹃
力
と
女
の
世
の
中
﹄︵
監
督
・
政
岡
憲
三
︶
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
あ
げ

ら
れ
て
い
る
の
は
、
古
川
緑
波
、
沢
蘭
子
、
村
島
洋
子
、
磯
野
秋
雄
、
三
井
秀
男
、
藤
田

房
子
、藤
田
陽
子
で
あ
る
︵
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
編
集
部
編
﹃
劇
場
ア
ニ
メ
70
年
史
﹄、一
四
頁
︶。

﹁
声
帯
模
写
﹂
を
得
意
と
し
た
古
川
緑
波
が
声
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。

6 

夏
葉
薫
は
第
三
次
声
優
ブ
ー
ム
の
継
続
・
終
焉
に
つ
い
て
見
解
を
保
留
し
て
い

る
︵
夏
葉
薫
﹁
声
優
史
概
説
﹂、
小
森
健
太
朗
＋
遊
井
か
な
め
﹃
声
優
論 

ア
ニ
メ
を
彩
る

１
． 
声
優
ブ
ー
ム
（
の
語
ら
れ
方
）

声
優
を
め
ぐ
る
資
料
と
し
て
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
声
優
本
人
、
声
優
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
や
音
響
監
督
な
ど
関
係
者
に
よ
る
文
献
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

声
優
個
人
の
経
歴
や
声
優
と
い
う
職
業
、
声
優
業
界
︵
ビ
ジ
ネ
ス
︶
の
現
状
な
ど
が

そ
の
内
側
か
ら
処
世
訓
的
・
経
験
的
に
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
。
個
別
の
声
優
で
は

な
く
、
例
え
ば
女
性
人
気
声
優
と
い
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
的
な
枠
組
み
で
声
優
を
捉

え
よ
う
と
す
る
試
み
も
あ
げ
ら
れ
る 

3 
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、

声
優
の
個
人
的
・
自
叙
伝
的
側
面
が
強
調
さ
れ
、
記
述
の
様
態
が
叙
情
的
で
あ
っ
た

り
現
在
の
状
況
に
向
か
っ
て
目
的
論
的
に
言
及
さ
れ
た
り
す
る
傾
向
が
散
見
さ
れ

る
。し
か
し
な
が
ら
、こ
の
よ
う
な
資
料
は
声
優
を
め
ぐ
る
人
的
系
譜
の
把
握
や
個
々

の
声
優
に
伝
記
的
・
作
家
論
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
際
に
は
有
用
な
場
合
も
あ
ろ
う
。

上
記
の
よ
う
な
資
料
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
個
々
の
声
優
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
、
声

優
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
・
文
化
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
声
優

ブ
ー
ム
や
職
業
声
優
の
成
立
に
つ
い
て
の
論
述
で
あ
る
。

初
期
の
声
優
ブ
ー
ム
に
関
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
野
沢
那
智
な
ど
洋
画
︵
外

画
︶
の
吹
き
替
え
を
担
当
し
た
声
優
に
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
が
い
た
こ
と
や
、
特
定
の

海
外
俳
優
に
特
定
の
声
優
を
対
応
さ
せ
る
﹁
持
ち
役
制
度
﹂
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、

声
優
事
務
所
の
ア
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
立
し
た
松
田
咲
實
が
述
べ
て
い
る 

4 

。
こ

3 

例
え
ば
以
下
。
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
Ｆ
Ｃ
﹃
人
気
ア
ニ
メ
・
ヴ
ォ
イ
ス
の
謎
﹄、
コ
ア

ラ
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
六
年
。
藤
津
亮
太
﹃
声
優
語
～
ア
ニ
メ
に
命
を
吹
き
込
む
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
﹄、
一
迅
社
、
二
〇
一
七
年
。

4 

松
田
咲
實
﹃
声
優
白
書
﹄、
オ
ー
ク
ラ
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
五
頁
。



ア
ニ
メ
・
声
・
身
体
に
つ
い
て
の
覚
書

一
九

番
組
編
成
に
あ
る
映
画
﹃
噫
無
情
﹄
を
ラ
ジ
オ
用
に
改
め
た
映
画
説
明
を
担
当
し
た

活
弁
士
の
熊
岡
天
堂
が
声
優
の
嚆
矢
と
し
て
言
及
さ
れ
る
。﹁
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
﹂ 

│

│ 

森
川
・
辻
谷
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
﹁
ラ
ヂ
オ
劇
﹂﹁
ラ
ヂ
オ
ド
ラ
マ
﹂
を
包
括

す
る
概
念 

│
│ 

へ
の
出
演
と
い
う
か
た
ち
で
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
与
し
て
い
く
熊
岡

の
よ
う
な
﹁
ラ
ジ
オ
声
優
﹂
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
声
優
と
異
な
る
点
が
三

つ
あ
る
と
い
う
。そ
れ
は
、専
業
的
な
職
業
声
優
の
不
在
、ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
一
回
性
、

音
響
録
音
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
未
成
熟
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
声
優
時
代
に
お
け
る
職
業
声

優
の
不
在
に
関
し
て
は
、
プ
ロ
声
優
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
当
時
共
有
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
つ
つ
、
職
業
声
優
の
養
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
組
織
と

し
て
、
ラ
ヂ
オ
ド
ラ
マ
研
究
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
京
放
送
劇
団
、
新
興
の
新
劇
団
、
民
放

ラ
ジ
オ
局
が
挙
げ
ら
れ
る 

8 

。

こ
う
し
た
指
摘
は
、
声
の
︵
よ
り
一
層
の
︶
専
門
化
・
職
業
化
・
制
度
化
と

い
う
問
題
に
つ
な
が
る 

9 

。
実
際
、
森
川
・
辻
谷
は
テ
レ
ビ
声
優
の
第
一
号
と

し
て
一
九
五
二
年
か
ら
連
続
放
映
さ
れ
た
人
形
劇
︵﹁
猿
飛
佐
助
﹂︵
近
江
浩
一
演

出
︶︶
を
皮
切
り
に
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
海
外
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
と
声
優
の
関
係
や
吹
き
替
え
を
め
ぐ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
や
論
争
、

一
九
七
〇
年
代
の
声
優
の
組
織
化
や
労
働
環
境
の
改
善
な
ど
を
指
摘
す
る 

10 

。
そ

の
な
か
で
、
先
述
し
た
第
一
次
声
優
ブ
ー
ム
に
相
当
す
る
一
九
六
〇
年
代
の
洋
画
吹

8 

森
川
・
辻
谷
﹁
声
優
の
誕
生
と
そ
の
発
展
﹂、
六
三
頁
。

9 

職
業
と
し
て
の
声
優
に
つ
い
て
は
以
下
の
議
論
も
参
照
。
小
林
翔
﹁
声
優
試
論
：

﹁
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
﹂
に
見
る
職
業
声
優
の
転
換
点
﹂、
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
会
機
関
誌

編
集
委
員
会
編
﹃
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
﹄、
16
︵
2
︶、
二
〇
一
五
年
、
三‒

一
四
頁
。

10 

森
川
友
義
・
辻
谷
耕
史
﹁
声
優
の
プ
ロ
誕
生 

│
│ 

海
外
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
声
優
﹂、

メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
編
﹃
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
﹄
第
14
号
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、

一
一
五‒

一
三
九
頁
。

こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
声
優
ブ
ー
ム
で
あ
る
が
、
映
画
研
究
を
土
台

と
し
て
声
優
論
を
展
開
し
て
い
る
内
藤
豊
裕
は
、﹃
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
﹄
以
前
に
﹁
ア

ニ
メ
声
優
ブ
ー
ム
﹂
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
声
優
研
究
に
つ
い
て

の
資
料
の
扱
い
や
声
優
の
存
在
論
と
で
も
い
う
べ
き
よ
り
広
範
な
問
題
意
識
と
つ
な

が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
後
述
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
、
メ
デ
ィ
ア
史
を
に
ら
み
な

が
ら
声
優
ブ
ー
ム
以
前
の
声
優
史
を
た
ど
っ
て
声
優
の
定
義
と
展
開
を
論
じ
た
森
川

友
義
・
辻
谷
耕
史
の
議
論
を
、
ま
ず
は
取
り
上
げ
た
い
。

２
．
声
優
の
定
義
と
系
譜
を
め
ぐ
っ
て

森
川
・
辻
谷
は
声
優
を
﹁
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
独
自
の
創
造
力
に
基
づ
き
、
言

葉
︵
時
に
は
歌
唱
を
含
む
︶
に
よ
り
芸
術
を
表
現
す
る
人
﹂
と
定
義
し
て
、
声
優
の

起
源
を
メ
デ
ィ
ア
史
に
お
い
て
掘
り
起
こ
す
こ
と
を
試
み
て
い
る 

7 

。
そ
の
議
論

は
声
優
史
を
め
ぐ
っ
て
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
、
基
準
点
と
さ
れ
る
。

こ
の
定
義
に
基
づ
き
森
川
・
辻
谷
が
注
目
す
る
メ
デ
ィ
ア
は
、
ラ
ジ
オ
で
あ
る
。

日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送
が
一
九
二
五
年
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
同
年
の

女
神
た
ち
～
島
本
須
美
か
ら
雨
宮
天
ま
で
～
﹄︶、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
五
年
、
二
三

頁
︶。
そ
れ
に
対
し
、
例
え
ば
、
上
田
麻
由
子
は
第
三
次
声
優
ブ
ー
ム
か
ら
第
四
次
声
優

ブ
ー
ム
へ
の
切
り
替
わ
り
も
し
く
は
両
者
の
断
絶
を
、
推
定
的
に
で
は
あ
る
が
述
べ
て
い

る
。﹁︵
⋮
︶
一
九
九
〇
年
代
の
第
三
次
声
優
ブ
ー
ム
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
第
四
次
声
優
ブ
ー
ム
が
続
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
﹂︵
上
田
麻
由
子
﹁
甘

や
か
な
声
の
網 

│
│ 

男
性
声
優
と
二
・
五
次
元
﹂、﹃
ユ
リ
イ
カ
﹄
９
月
臨
時
増
刊
号
、
青

土
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
一
一
頁
︶。

7 

森
川
友
義
・
辻
谷
耕
史
﹁
声
優
の
誕
生
と
そ
の
発
展
﹂、
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
編

﹃
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
﹄
第
13
号
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
五
四
頁
。



太
　
　
田
　
　
純
　
　
貴

二
〇

う
に
述
べ
て
い
る
。

昭
和
一
六
年
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
︵
⋮
︶
ラ
ジ
オ
に
は
ラ
ジ
オ
の
特
性
を
熟
知
し
た
、

専
門
の
俳
優
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
た
。︵
⋮
︶
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
は
、
こ
の
ラ
ジ
オ
専
門
の
俳
優
を
﹁
声
優
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

名
づ
け
親
は
、
当
時
読
売
新
聞
芸
能
記
者
︵
後
に
日
本
テ
レ
ビ
顧
問
︶、
故
小

林
徳
二
郎
氏
と
聞
い
て
い
る

こ
れ
が
声
優
の
起
源
で
あ
り
、
呼
称
の
始
ま
り
な
の
で
あ
る
。 13 

森
川
・
辻
谷
は
単
発
ド
ラ
マ
で
は
な
く
連
続
ド
ラ
マ
が
主
と
な
る
終
戦
後
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
つ
い
て
言
及
し
、そ
こ
で
勝
田
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、﹁
声
優
﹂

と
い
う
言
葉
の
誕
生
を
一
九
四
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
五
〇
年
代
半
ば
と
論
じ
て
い

る 

14 

。
そ
れ
に
対
し
、
内
藤
は
、
勝
田
の
指
摘
や
、
引
い
て
は
声
優
業
界
関
係
者
や
実
務

者
に
よ
る
回
顧
録
や
ア
ニ
メ
専
門
雑
誌
の
記
事
と
い
っ
た
資
料
に
つ
い
て
、
学
術

的
客
観
性
と
い
う
観
点
か
ら
慎
重
な
扱
い
を
要
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い

13 

勝
田
久
﹃
声
優
の
す
べ
て 

│
│ 

見
え
な
い
主
役
﹄、
集
英
社
、
一
九
七
九
年
、

四
八
頁
。
同
内
容
が
以
下
の
文
献
で
も
確
認
で
き
る
。
勝
田
久
﹁
第
14
回
勝
田
久
の
声

優
入
門
﹂、﹃
ア
ニ
メ
ー
ジ
ュ
﹄
９
月
号
、
徳
間
書
店
、
一
九
七
九
年
、
一
三
五
頁
。
勝

田
久
﹃
声
優
へ
の
道
﹄、
勝
田
話
法
研
究
所
、
一
九
七
八
年
、
二
七‒

二
八
頁
。

14 
森
川
・
辻
谷
﹁
声
優
の
誕
生
と
そ
の
発
展
﹂、
六
八
頁
。
同
様
の
枠
組
み
で
声
優

史
を
概
観
し
て
い
る
研
究
と
し
て
以
下
。
藤
津
亮
太
﹁
声
優
論 

│
│ 

通
史
的
、
実
証
的

一
考
察
﹂、
小
山
昌
宏
・
須
川
亜
紀
子
編
著
﹃
ア
ニ
メ
研
究
入
門
︻
応
用
編
︼ 

ア
ニ
メ
を

究
め
る
11
の
コ
ツ
﹄、
現
代
書
館
、
二
〇
一
八
年
、
九
三‒

一
一
七
頁
。

替
に
お
け
る
声
優
の
持
ち
役
シ
ス
テ
ム
の
成
功
は
、
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
る
。

持
ち
役
シ
ス
テ
ム
の
成
功
は
声
に
特
化
し
た
声
優
へ
の
注
目
を
促
し
、
声
優

に
自
信
を
与
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
点
で
歴
史
的
意
義
が
あ
っ
た
︵
⋮
︶
こ

こ
に
至
り
、
声
優
は
舞
台
の
副
業
と
い
う
立
場
か
ら
開
放
さ
れ
、
声
優
を
本
業

と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
意
識
の
問
題

で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
声
優
を
本
業
と
す
る
声
優
の
プ
ロ
が
そ
れ
以
前
に
全

く
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
声

優
と
い
う
職
業
に
舞
台
俳
優
を
凌
駕
で
き
る
可
能
性
を
、
声
優
自
身
が
見
出
し

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
自
他
共
に
認
め
る
﹁
声
優
の
プ
ロ
﹂
が

誕
生
し
た
の
で
あ
る
。 11 

一
方
、
森
川
・
辻
谷
は
熊
岡
天
堂
へ
の
言
及
に
加
え
、
新
劇
の
舞
台
俳
優
で
あ
る

井
上
正
夫
を
﹁︵
⋮
︶﹃
声
優
の
祖
﹄
と
称
し
て
良
い
ほ
ど
、
初
期
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
に

数
多
く
出
演
し
、
ド
ラ
マ
に
果
た
し
た
貢
献
度
は
非
常
に
大
き
い
﹂
と
述
べ
る
よ
う

に
、
ラ
ジ
オ
声
優
と
現
代
の
声
優
を
、
相
違
点
を
あ
げ
つ
つ
も
同
一
線
上
に
お
く 

12 

。

だ
が
﹁
ラ
ジ
オ
声
優
﹂
と
現
代
的
な
﹁
声
優
﹂
の
あ
い
だ
に
は
、
先
述
の
相
違
点
以

外
に
も
、
声
と
身
体
や
視
覚
と
聴
覚
の
関
係
を
巡
っ
て
幾
筋
も
亀
裂
が
走
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
く
た
め
、﹁
声
優
﹂
と
い
う
こ

と
ば
︵
の
誕
生
︶
に
つ
い
て
も
留
意
し
て
お
こ
う
。﹃
鉄
腕
ア
ト
ム
﹄
の
お
茶
の
水

博
士
の
声
優
で
あ
り
声
優
養
成
所
の
勝
田
話
法
研
究
所
︵
後
年
の
勝
田
声
優
学
院
︶

の
設
立
者
で
あ
る
勝
田
久
は
、﹁
声
優
﹂
と
い
う
用
語
の
誕
生
に
つ
い
て
以
下
の
よ

11 

森
川
・
辻
谷
﹁
声
優
の
プ
ロ
誕
生 

│
│ 

海
外
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
声
優
﹂、
一
三
三
頁
。

12 

森
川
・
辻
谷
﹁
声
優
の
誕
生
と
そ
の
発
展
﹂、
五
七
頁
。



ア
ニ
メ
・
声
・
身
体
に
つ
い
て
の
覚
書

二
一

け
る
﹁
声
色
活
弁
士
﹂
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。﹁
声
色
活
弁
士
は
、基
本
的
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
年
恰
好
に
応
じ
た
映
画
内
の
人
物
た
ち
の
﹁
台
詞
﹂
の
み

を
喋
っ
た
﹁
台
詞
の
代
行
者
﹂
で
あ
っ
た
﹂ 16 

。

﹁
台
詞
の
代
行
者
﹂
と
し
て
の
性
格
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
、﹁
声
色
活

弁
士
﹂
は
見
世
物
的
で
講
釈
師
的
性
格
の
強
い
﹁
活
弁
士
﹂
と
明
確
に
区
分
さ
れ
る
。

ゆ
え
に
、
熊
岡
天
堂
と
い
う
活
弁
士
・
ラ
ジ
オ
声
優
を
声
優
の
直
接
的
起
源
と
す
る

森
川
・
辻
谷
の
議
論
を
、
そ
の
学
術
的
重
要
性
を
評
価
し
つ
つ
も
、
内
藤
は
退
け
る
。

声
優
の
起
源
を
め
ぐ
る
メ
デ
ィ
ア
史
的
議
論
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
の
深
入
り
は
避

け
る
が
、
二
点
だ
け
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
声
優
と
声
色
活
弁
士
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
森
本
純
一
郎
の
議
論
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
森
本
は
﹁
音
楽
﹂
と
﹁
音
声
﹂
の
違
い
に
着
目
し
て
、
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
﹁
音
声
﹂
と
い
う
観
点
か
ら
検
証
す
る
。
そ
の
端
緒
と
し
て
、
映
画
︵
活
動
写

真
︶
や
﹁︵
声
色
︶
弁
士
﹂
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、声
色
活
弁
士
︵
声

色
弁
士
︶
と
活
弁
士
が
十
分
に
分
節
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
大
正
期
の
ラ
ジ
オ
ド

ラ
マ
の
役
者
を
声
優
の
原
型
と
み
な
す
点
な
ど
に
お
い
て
、
森
本
の
ス
タ
ン
ス
は
森

川
・
辻
谷
の
そ
れ
と
近
接
し
、
内
藤
の
ス
タ
ン
ス
と
は
対
立
す
る
こ
と
に
は
注
意
が

必
要
で
あ
る 

17 

。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
の
も
う
一
つ
は
、
声
優
の
起
源
を
め
ぐ

る
内
藤
の
議
論
は
、
声
優
を
め
ぐ
る
声
と
身
体
、
映
像
と
音
声
と
い
う
問
題
系
と
裏

表
の
関
係
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ニ
メ
と
声
︵
優
︶
と
身
体
に
つ
い
て
は
、
内
藤

16 
内
藤
﹁
日
本
に
お
け
る
﹁
声
優
﹂
と
は
何
か
？ 

│
│ 

映
画
史
の
視
点
か
ら 

│
│ 

﹂、

三
四
〇
頁
。

17 

森
本
純
一
郎
﹁
声
優
、
そ
れ
は
話
芸
た
り
う
る
か
﹂、﹃
東
京
工
芸
大
学
芸
術
学

部
紀
要
﹄
15
号
、
東
京
工
芸
大
学
芸
術
学
部
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一
七‒

一
二
四
頁
。
上

記
の
内
藤
の
論
考
に
お
い
て
、
森
本
の
議
論
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

る 
15 

。
急
い
で
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
内
藤
は
ア
ニ
メ
に
限
定
し
て
声
優
を
考
察

し
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
内
藤
は
声
優
の
系
譜
を
た
ど
る
際
に
、
声
優

の
役
割
に
注
目
す
る
必
要
性
を
強
調
し
、
声
優
の
直
接
的
な
起
源
が
日
本
映
画
に
お

15 

内
藤
豊
裕
﹁
ア
ニ
メ
時
代
の
﹁
声
優
﹂﹂
の
役
割
と
そ
の
メ
デ
ィ
ア
的
構
造
の
変

化 

│
│ 

日
本
に
お
け
る
﹁
声
優
﹂
と
は
何
か
？
︵
2
︶ 

│
│ 

﹂、﹃
学
習
院
大
学
人
文
科

学
論
集
﹄︵
25
︶、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
、
二
〇
一
六
年
、
三
四
三
頁

お
よ
び
三
五
九
頁
の
注
29
と
30
。
他
に
も
以
下
を
参
考
。
内
藤
豊
裕
﹁
日
本
に
お
け
る

﹁
声
優
﹂
と
は
何
か
？ 

│
│ 

映
画
史
の
視
点
か
ら 

│
│ 

﹂、﹃
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論

集
﹄︵
24
︶、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
、
二
〇
一
五
年
、
三
一
九‒

三
二
〇

頁
。
内
藤
豊
裕
﹁﹁
ス
タ
ー
化
﹂
す
る
声
優 

│
│ 
日
本
に
お
け
る
﹁
声
優
﹂
と
は
何
か
？

︵
3
︶ 

│
│ 

﹂、﹃
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
﹄︵
26
︶、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
、
二
〇
一
七
年
、
一
三
三‒

一
三
四
頁
。
内
藤
の
こ
う
し
た
姿
勢
の
延
長
上
の
一

つ
に
、﹃
海
の
ト
リ
ト
ン
﹄
に
関
す
る
熱
狂
を
通
し
た
﹁
声
優
ブ
ー
ム
﹂
の
再
考
が
あ
る
。

主
人
公
・
ト
リ
ト
ン
の
声
を
担
当
し
た
塩
屋
翼
を
め
ぐ
る
熱
狂
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ

れ
は
塩
屋
個
人
で
は
な
く
﹁
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
声
優
の
︵
意
識
的
・
無
意
識
的
な
︶
同

一
視
﹂
か
ら
生
じ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
第
一
次
声
優
ブ
ー
ム
に
お
け
る
洋
画
の
吹

替
声
優
に
た
い
す
る
熱
狂
と
塩
屋
を
め
ぐ
る
そ
れ
の
メ
デ
ィ
ア
的
構
造
は
ほ
ぼ
同
一
で

あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
内
藤
は
第
二
次
声
優
ブ
ー
ム
を
喚
起
し
た
﹃
宇
宙
戦
艦

ヤ
マ
ト
﹄
が
生
み
出
し
た
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
以
前
に
ア
ニ
メ
の
声
優
が
焦
点
化
さ
れ
た
事

例
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
図
式
化
さ
れ
た
声
優
史
へ
の
批
判
と
し
て
読
み
取
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。こ
の
点
に
関
し
て
は
、以
下
を
参
照
。内
藤﹁
ア
ニ
メ
時
代
の﹁
声
優
﹂﹂

の
役
割
と
そ
の
メ
デ
ィ
ア
的
構
造
の
変
化 

│
│ 

日
本
に
お
け
る
﹁
声
優
﹂
と
は
何
か
？

︵
2
︶ 

│
│ 

﹂、
三
四
二
頁
。
ま
た
、
本
稿
で
第
二
次
声
優
ブ
ー
ム
と
し
て
言
及
し
て
い

る
内
容
を
、内
藤
は
第
一
次
声
優
ブ
ー
ム
と
し
て
い
る
。
内
藤﹁
ア
ニ
メ
時
代
の﹁
声
優
﹂﹂

の
役
割
と
そ
の
メ
デ
ィ
ア
的
構
造
の
変
化 

│
│ 

日
本
に
お
け
る
﹁
声
優
﹂
と
は
何
か
？

︵
2
︶ 

│
│ 

﹂、
三
三
九
頁
。



太
　
　
田
　
　
純
　
　
貴

二
二

は
﹁
自
ら
の
発
す
る
一
つ
の
﹁
声
﹂
に
対
し
て
、﹁︵
映
像
上
の
︶
身
体
﹂
と
﹁︵
声

優
自
身
の
︶
身
体
﹂
と
い
う
二
つ
の
身
体
像
が
対
応
す
る
存
在
﹂
と
さ
れ
る 

19 

。

視
覚
︵
映
像
︶
と
聴
覚
︵
声
︶
を
め
ぐ
る
声
優
の
身
体
の
重
層
性
を
ベ
ー
ス
に
、
声

優
ユ
ニ
ッ
ト
﹁
ハ
ミ
ン
グ
・
バ
ー
ド
﹂
な
ど
の
事
例
を
あ
げ
つ
つ
、
声
優
と
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
相
互
に
身
体
性
・
実
在
性
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
、
映
像
に
の
み
依
拠
す

る
こ
と
な
く
リ
ア
ル
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
わ
い
を
漂
い
な
が
ら
複
数
の
メ
デ
ィ
ア

を
横
滑
り
し
て
い
く 

│
│ 

メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
的
に
展
開
し
て
い
く 

│
│ 

声
優

︵
の
身
体
性
︶
に
つ
い
て
、
そ
し
て
椎
名
へ
き
る
を
立
脚
点
と
し
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
参
照
項
と
し
な
い
自
律
的
存
在
と
し
て
の
声
優
︵﹁
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
演
じ
手
﹂

と
し
て
の
声
優
、
も
し
く
は
﹁
個
﹂
と
し
て
ス
タ
ー
化
し
た
声
優
︶
に
つ
い
て
、
議

論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る 

20 

。

以
上
の
よ
う
な
演
技
を
土
台
と
し
た
身
体
論
や
、
メ
デ
ィ
ア
と
声
優
の
身
体
を
取

り
上
げ
る
議
論
以
外
に
、
声
に
内
在
す
る
身
体
性
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
く
議
論
や

視
点
も
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
言
及
さ
れ
る
概
念
と
し
て
﹁
イ
コ
ン
﹂﹁
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
﹂
が
あ
る 

21 

。
そ
れ
を
取
り
上
げ
る
た
め
の
補
助
線
と
し
て
、
や
や
回
り
道

19 

内
藤
﹁
日
本
に
お
け
る
﹁
声
優
﹂
と
は
何
か
？ 

│
│ 

映
画
史
の
視
点
か
ら 

│
│ 

﹂、

三
四
二
頁
。

20 

特
に
以
下
を
参
照
。
内
藤
﹁
ア
ニ
メ
時
代
の
﹁
声
優
﹂﹂
の
役
割
と
そ
の
メ
デ
ィ
ア
的

 

構
造
の
変
化 

│
│ 

日
本
に
お
け
る
﹁
声
優
﹂
と
は
何
か
？
︵
2
︶ 

│
│ 

﹂、
三
三
三‒

三
六
五
頁
。
内
藤﹁﹁
ス
タ
ー
化
﹂す
る
声
優 

│
│ 

日
本
に
お
け
る﹁
声
優
﹂と
は
何
か
？

︵
3
︶ 

│
│ 

﹂、
一
三
一‒

一
七
三
頁
。

21 
声
の
身
体
性
を
め
ぐ
っ
て
は
、﹁
イ
コ
ン
﹂﹁
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
﹂
概
念
と
同
等
以

上
に
言
及
さ
れ
る
の
が
、
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
﹁
声
の
肌
理
︵
粒
︶︵le grain de voix

︶﹂

で
あ
る
。
ア
ニ
メ
と
声
︵
優
︶
お
よ
び
﹁
声
の
肌
理
﹂
と
い
う
概
念
を
め
ぐ
っ
て
は
、
多

様
に
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
機
会
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
そ
れ
に
関
し
て
示
唆

以
外
に
も
複
数
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
関
連

す
る
議
論
・
論
点
の
い
く
つ
か
を
概
観
す
る
。

３
．
声
（
優
）
と
身
体

声
優
の
起
源
に
関
し
て
森
川
・
辻
谷
の
議
論
と
内
藤
の
そ
れ
は
対
立
す
る
が
、
両

者
は
声
優
の
﹁
身
体
﹂
を
問
題
と
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。
と
は
い
え
、
そ

こ
で
言
及
さ
れ
る
﹁
身
体
﹂
の
位
相
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
の
議
論
で
は
、

声
優
が
俳
優
の
延
長
上
に
捉
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
時
身
体
的
な
要
素
と
し

て
﹁
演
技
﹂
が
浮
上
し
て
く
る
。
そ
れ
は
、
声
優
を
め
ぐ
る
議
論
で
散
見
さ
れ
る

﹁
声
の
俳
優
と
し
て
の
声
優
﹂﹁
声
優
で
あ
る
前
に
俳
優
﹂
と
い
っ
た
視
点
と
繋
が
る
。

藤
津
亮
太
に
よ
れ
ば
、
声
優
を
め
ぐ
っ
て
今
後
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
と
な
る
の
は
こ

の
﹁
演
技
﹂︵
に
ま
つ
わ
る
事
柄
︶
で
あ
る 

18 

。

内
藤
は
、﹁
演
技
﹂
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
声
優
と
身
体
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て

い
る
。
そ
の
議
論
に
お
け
る
身
体
は
、
い
く
つ
か
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
ま
た
が
っ
て
い
る

が
、
前
提
と
な
る
の
が
視
覚
的
要
素
す
な
わ
ち
映
像
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
声
︵
優
︶

の
問
題
を
視
覚
と
聴
覚
に
ま
た
が
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
内
藤
の
議
論
は
、
聴
覚
的

な
レ
ヴ
ェ
ル
に
の
み
定
位
し
て
い
る
森
川
・
辻
谷
の
議
論
と
再
び
衝
突
す
る
。
内
藤

は
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
に
お
け
る
声
が
喚
起
す
る
﹁
身
体
︵
の
イ
メ
ー
ジ
︶﹂
は
、
そ

の
聴
き
手
に
よ
っ
て
任
意
に
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
声
の
発
生
源

と
の
﹁
ズ
レ
﹂
は
生
じ
ず 

│
│ 

聴
き
手
が
異
な
れ
ば
形
成
さ
れ
る
身
体
イ
メ
ー
ジ

も
ま
た
異
な
る
こ
と
は
当
然
認
め
な
が
ら 

│
│ 

、
想
像
源
の
声
と
そ
れ
が
喚
起
す

る
身
体
︵
イ
メ
ー
ジ
︶
は
同
一
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
声
優

18 

藤
津
前
掲
、
一
一
四
頁
。



ア
ニ
メ
・
声
・
身
体
に
つ
い
て
の
覚
書

二
三

ン
タ
ビ
ュ
ー
は
﹁
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
情
報
論
﹂
に
お
い
て
は
手
薄
な
印
象
を
受
け
る

声
と
い
う
論
点
を
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
補
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
小
山
は
﹃
魔
法

少
女
ま
ど
か
☆
マ
ギ
カ
﹄
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
発
言
を
参
照
し
て
、
例
え
ば
﹁
多
声

︵
性
︶﹂
を
取
り
上
げ
る
。
小
山
の
﹁
多
声
︵
性
︶﹂
と
は
共
感
な
ど
の
ア
ニ
メ
受
容

に
も
か
か
わ
る
概
念
で
、
登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
同
士
の
関
係
性
が
織
り
込
ま
れ
た
、

す
な
わ
ち
他
者
の
存
在
︵
差
異
︶
が
す
で
に
含
ま
れ
た
声
の
モ
ー
ド
で
あ
る
。
そ
れ

は
、基
本
的
に
は
物
語
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
定
位
し
よ
う
。ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
声
の
モ
ー

ド
に
つ
い
て
は
、
小
山
以
外
に
は
細
馬
宏
通
の
議
論
が
示
唆
的
で
あ
る
。
細
馬
は
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
﹃
こ
の
世
界
の
片
隅
に
﹄
の
主
人
公
・
す
ず
の
声
を
担
当
し
た
女
優

の
の
ん
︵
能
年
玲
奈
︶
の
声
を
取
り
上
げ
、
物
語
や
意
味
に
は
必
ず
し
も
回
収
し
き

れ
な
い
重
層
的
な
声
、
も
し
く
は
声
の
多
層
性
と
い
う
可
能
性
の
実
現
を
浮
き
彫
り

に
し
て
い
る 

24 

。

上
述
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
小
山
は
発
声
方
法
な
ど
の
声
を
め
ぐ
る
俳
優
と
声
優
の

相
違
を
取
り
上
げ
た
指
導
学
生
の
研
究
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
当
該
研
究︵
者
︶

か
ど
う
か
は
現
時
点
で
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
相
違
を
、
音
域
や
抑
揚
と

い
っ
た
言
語
学
的
見
地
か
ら
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
研
究
と
し
て
、
例

え
ば
金
原
侑
香
の
論
考
が
あ
る 

25 

。

﹁
イ
コ
ン
﹂﹁
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
﹂
と
い
っ
た
概
念
は
、
ア
ニ
メ
と
声
︵
優
︶
そ
し
て

ポ
ッ
プ
マ
ガ
ジ
ン 

ま
ぐ
ま 

ア
ニ
メ
の
声
と
音
と
音
楽
と
﹄PB9

、蒼
天
社
、二
〇
一
八
年
、

二‒

七
頁
。

24 
細
馬
宏
通
﹃
二
つ
の
﹁
こ
の
世
界
の
片
隅
に
﹂ 

│
│ 

漫
画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
声
と
動
作
﹄、
青
土
社
、
二
〇
一
七
年
。
特
に
二
一‒

二
九
頁
。

25 

金
原
侑
香
﹁
現
代
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
好
ま
れ
る
声
の
考
察 

│
│ 

声
優
と
俳
優

を
比
較
し
て 
│
│ 

﹂、
神
戸
学
院
大
学
人
文
学
会
編
﹃
人
間
文
化
﹄
第
43
号
、
神
戸
学
院

大
学
人
文
学
会
、
二
〇
一
八
年
、
七
七‒

八
八
頁
。

に
な
る
が
、
小
山
昌
宏
の
指
摘
を
取
り
上
げ
て
お
こ
う
。

ア
ニ
メ
や
漫
画
に
関
し
て
多
数
の
論
考
を
残
し
て
い
る
小
山
が
﹁
音
﹂
や
﹁
声
﹂

を
取
り
上
げ
て
い
る
議
論
と
し
て
、﹁
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
情
報
論 

│
│ 

ア
ニ
メ
﹃
魔

法
少
女
ま
ど
か
☆
マ
ギ
カ
﹄
に
み
る
視
聴
覚
・
音
楽
情
報
の
読
解
﹂
が
あ
げ
ら
れ

る 

22 

。
そ
こ
で
は
﹃
魔
法
少
女
ま
ど
か
☆
マ
ギ
カ
﹄
を
対
象
に
、
ア
ニ
メ
に
お
け

る
視
聴
覚
要
素
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
関
関
係
が
、
主
に
音
声
と
音
楽 

│
│ sound

とm
usic 

│
│ 

と
い
う
聴
覚
的
側
面
か
ら
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
考
で
は
、
声

︵voice

︶
や
声
質
は
言
及
さ
れ
る
も
の
の
音
声
の
一
環
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
た

め
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
さ
ほ
ど
前
景
化
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
小
山
は
ア
ニ
メ
と

声
の
問
題
に
つ
い
て
決
し
て
無
関
心
で
は
な
い
。
上
記
の
議
論
に
先
行
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
小
山
は
女
性
声
優
︵
史
︶
や
声
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る 

23 

。
こ
の
イ

的
な
論
考
・
資
料
と
し
て
、
黒
嵜
想
の
一
連
の
議
論
と
、﹁
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
一
環
と
し
て
﹁
声
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
研
究
会
報
告

書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
黒
嵜
想﹁
仮
声
の
マ
ス
ク︵
前
︶﹂、齋
藤
惠
太
編﹃
ア
ー
ギ
ュ
メ
ン
ツ
﹄

♯
１
、
岡
田
真
太
郎
発
行
、
二
〇
一
五
年
、
四
二‒

五
四
頁
。
黒
嵜
想
﹁
仮
声
の
マ
ス
ク

︵
中
︶﹂、
黒
嵜
想
編
﹃
ア
ー
ギ
ュ
メ
ン
ツ
﹄
♯
２
、
岡
田
真
太
郎
他
発
行
、
二
〇
一
七
年
、

五
〇‒

六
二
頁
。
黒
嵜
想﹁
仮
声
の
マ
ス
ク︵
後
︶﹂、黒
嵜
想
／
仲
山
ひ
ふ
み
編﹃
ア
ー
ギ
ュ

メ
ン
ツ
﹄
♯
３
、
渋
家
株
式
会
社
他
発
行
、
二
〇
一
八
年
、
一
二
四‒

一
三
三
頁
。
増
田

聡
責
任
編
集
﹃
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
﹄vol.1 N

o.4 2007

、
京
都
精
華
大
学
表

現
研
究
機
構
、
二
〇
〇
八
年
。

22 

小
山
昌
宏
﹁
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
情
報
論 

│
│ 

ア
ニ
メ
﹃
魔
法
少
女
ま
ど
か
☆

マ
ギ
カ
﹄
に
み
る
視
聴
覚
・
音
楽
情
報
の
読
解
﹂、
小
山
昌
宏
・
須
川
亜
紀
子
編
著
﹃
ア

ニ
メ
研
究
入
門 ︻
応
用
編
︼
ア
ニ
メ
を
究
め
る
11
つ
の
骨
﹄、
現
代
書
館
、
二
〇
一
八
年
、

二
五
〇‒

二
七
五
頁
。

23 

小
山
昌
宏
︵
聞
き
手
：
初
見
智
子
︶﹁
わ
た
し
の
﹁
女
性
声
優
﹂
史
│
﹁
メ
ー
テ
ル
﹂
発
、

﹁
の
だ
め
・
閻
魔
あ
い
﹂
経
由
、﹁
暁
美
ほ
む
ら
﹂
着
﹂、
小
山
昌
宏
発
行
編
集
﹃
サ
ブ
カ
ル
・
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二
四

性
を
持
つ
声
質
の
こ
と
で
あ
り
， 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
性
格
を
作
り
上
げ
る
機
能

を
果
た
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
， 

声
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
性
と
は
， 

声
優
に
付
随
し
て
い
る
物
理

的
な
特
徴
で
あ
り
， 

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
表
象
の
次
元

を
超
え
る
可
能
性
を
帯
び
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
声
優
交
替
の
例
で
い
え
ば
、
同

じ
﹁
素
子
﹂
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
演
じ
る
と
は
い
え
、
山
口
智
子
の
声
と

田
中
敦
子
の
声
は
決
定
的
な
違
い
を
持
っ
て
お
り
、
観
客
は
そ
れ
ぞ
れ
の
声
を

聞
い
た
瞬
間
， 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は
な
く
声
優
の
方
を
思
い
浮
か
べ
， 

そ
の
身

体
と
結
び
つ
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
， 

声
は
﹁
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
性
﹂
を

備
え
て
い
る
と
言
え
る 

27 

。

声
の
イ
コ
ン
性
に
つ
い
て
の
ジ
ン
の
指
摘
に
た
い
し
、
鈴
木
は
、
勅
使
河
原
三
保

子
ら
に
よ
る
声
質
︵voice quality

︶
に
関
す
る
音
声
学
的
分
析
を
提
示
・
接
続
し

て
裏
打
を
試
み
て
い
る 

28 

。
ジ
ン
と
鈴
木
の
議
論
は
領
域
横
断
的
性
格
と
い
う
点

に
お
い
て
も
興
味
深
く
あ
る
が
、
類
似
性
や
身
体
を
め
ぐ
っ
て
は
疑
問
が
残
る
。
そ

の
全
て
を
こ
こ
で
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
何
点
か
簡
単
に
あ
げ
て

お
き
た
い
。
ま
ず
、
イ
コ
ン
性
は
﹁
類
似
﹂
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
川
田
順

造
が
指
摘
す
る
よ
う
に
記
号
と
指
示
物
に
お
け
る
﹁﹁
有
契
的
﹂
関
係
に
は
、隠
喩
的
、

27 

ジ
ン
前
掲
、
二
四
〇
頁
。

28 

鈴
木
前
掲
、
一
一
七
頁
の
注
13
を
参
照
。
言
及
さ
れ
て
い
る
音
声
学
の
議
論
は

以
下
。
勅
使
河
原
三
保
子
・
伊
藤
克
亘
・
武
田
一
哉
﹁
日
本
の
ア
ニ
メ
の
音
声
に
表
さ
れ

た
感
情
と
性
格 

│
│ 

声
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
音
声
学
的
研
究
﹂、﹃
電
子
情
報
通
信
学

会
技
術
研
究
報
告 TL, 

思
考
と
言
語
﹄
１
０
５
号
、
二
〇
〇
五
年
、
三
九‒

四
四
頁
。
勅

使
河
原
ら
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
レ
ベ
ッ
カ
・
ス
タ
ー
も
言
及
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
の
議

論
に
つ
い
て
は
注
33
参
照
。

関
連
す
る
身
体
の
問
題
を
論
じ
る
際
、
先
述
の
よ
う
な
音
声
学
・
言
語
学
分
野
で
獲

得
さ
れ
た
研
究
成
果
と
、
声
︵
優
︶
を
め
ぐ
る
研
究
で
散
見
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
論
や

現
代
思
想
を
援
用
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と
を
架
橋
す
る
蝶
番
的
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
関
連
す
る
先
鞭
的
な
議
論
と
し
て
、ジ
ン
・
リ
ー
フ
ァ
ン
︵
靳

麗
芳
︶
と
、
ジ
ン
を
踏
ま
え
た
鈴
木
真
吾
の
指
摘
が
挙
げ
ら
れ
る 

26 

。

ジ
ン
の
議
論
で
言
及
さ
れ
る
﹁
イ
コ
ン
﹂﹁
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
﹂
と
は
、チ
ャ
ー
ル
ズ
・

サ
ン
ダ
ー
ス
・
パ
ー
ス
の
記
号
論
に
お
け
る
概
念
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
パ
ー

ス
は
記
号
を
三
つ
に
分
類
す
る
。
対
象
と
類
似
関
係
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
﹁
イ
コ

ン
﹂、
恣
意
的
関
係
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
﹁
シ
ン
ボ
ル
﹂、
そ
し
て
近
接
的
︵
物
理

的
・
因
果
的
︶
関
係
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
﹁
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
﹂
と
、
大
雑
把
に
分

け
ら
れ
る
。
ジ
ン
は
、﹃ 

イ
ノ
セ
ン
ス
﹄︵
押
井
守
監
督
、
二
〇
〇
四
年
︶
の
主
人

公
・
草
薙
素
子
の
声
優
交
替
案 

│
│ 

草
薙
素
子
の
声
を
担
当
し
て
き
た
田
中
敦
子

か
ら
山
口
智
子
へ
の
交
替
案 

│
│
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
例
に
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
に
お
け
る
声
が
﹁
イ
コ
ン
性
﹂
と
﹁
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
性
﹂
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
、

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

声
の
イ
コ
ン
性
は
， 

甲
高
い
声
や
渋
い
声
， 

ま
た
は
﹁
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ

う
な
﹂
声
、﹁
子
供
の
よ
う
な
﹂
声
， ﹁
可
愛
ら
し
い
﹂
声
等
々
， 

対
象
と
類
似

26 

ジ
ン
・
リ
ー
フ
ァ
ン
﹁
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
音
声
の
機
能 

│

│ ﹃G
H

O
ST IN

 TH
E SH

ELL/

攻
殻
機
動
隊
﹄、﹃
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
﹄、﹃
蒼

穹
の
フ
ァ
フ
ナ
ー
﹄
を
中
心
に
﹂、﹃
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
﹄
第
10
号
、

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、二
〇
一
〇
年
、二
三
五‒

二
五
一
頁
。
鈴
木
真
吾
﹁
サ

ウ
ン
ド
／
ヴ
ォ
イ
ス
研
究 

ア
ニ
メ
を
奏
で
る
3
つ
の
音 

│
│ 

ア
ニ
メ
に
と
っ
て
の
音

と
は
何
か
﹂、
小
山
昌
宏
＋
須
川
亜
紀
子
編
著
﹃
増
補
改
訂
版 

ア
ニ
メ
研
究
入
門 

ア
ニ

メ
を
究
め
る
９
つ
の
ツ
ボ
﹄、
現
代
書
館
、
二
〇
一
四
年
、
九
六‒

一
一
九
頁
。



ア
ニ
メ
・
声
・
身
体
に
つ
い
て
の
覚
書

二
五

の
分
節
化
や
議
論
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ジ
ン
＝
鈴
木
の
声
︵
優
︶
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て

は
、
両
者
の
関
係
は
固
定
的
で
あ
り
声
優
が
主
体
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。﹁
声

を
吹
き
込
む
﹂
＝
﹁
生ア

ニ

メ

ー

シ

ョ

ン

命
を
付
与
す
る
﹂
と
い
う
声
優
の
造
物
主
的
性
格
を
念
頭
に
、

声
優
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
関
係
は
双
方
向
的
な
視
座
を
内
包
し
つ
つ
も
ほ
ぼ
一
方
向

的
・
単
線
的
に
、
そ
し
て
声
優
や
声
は
実
体
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
の
指
摘
が
声
優
の
交
替
と
い
う
特
定
的
な
事

例
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
歩
引

い
て
み
た
場
合
、
声
優
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
関
係
や
声
の
受
容
︵
モ
デ
ル
︶
は
、
も

う
少
し
迂
回
的
・
散
逸
的
・
余
白
的
・
ア
ド
ホ
ッ
ク
的
で
あ
っ
た
り
、
相
互
決
定
的

で
あ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
側
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
機
会
を
改
め
て
論
じ
た
い
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
間
接
的
に
裏
打
ち
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
指
摘
と
し
て
、
声
優
の
森
川
智
之
に
よ
る
発
言
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

後
に
な
っ
て
﹁
森
川
っ
て
こ
ん
な
役
も
や
っ
て
い
た
の
？
﹂
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
嬉
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
声
優
と
し
て
は

最
高
の
褒
め
言
葉
で
す
よ
。
役
者
冥
利
に
尽
き
ま
す
。﹁
こ
れ
も
森
川
﹂﹁
あ
れ

も
森
川
﹂
と
後
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
に
こ
そ
、
声
優
を
や
っ
て
い
る
意
味
が
あ

る
な
と
感
じ
る
の
で
す
。

逆
に
、み
ん
な
に
﹁
同
じ
森
川
智
之
﹂
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
ら
、ど
こ
に
行
っ

て
も
、
何
を
や
っ
て
も
同
じ
と
い
う
感
じ
が
し
て
つ
ま
ら
な
い 

30 

。

30 

森
川
智
之
﹃
声
優 

│
│ 

声
の
職
人
﹄、
岩
波
新
書
︵
岩
波
書
店
︶、
二
〇
一
八
年
、

四
六
頁
。

換
喩
的
な
ど
様
々
な
形
が
あ
り
う
る
﹂
こ
と
か
ら
、
両
者
の
議
論
で
ア
ニ
メ
の
声
に

つ
い
て
類
似
性
を
取
り
上
げ
る
際
に
も
、
分
節
化
の
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う 

29 

。

次
に
、
身
体
に
つ
い
て
で
あ
る
。
上
述
の
引
用
文
の
よ
う
に
、
ジ
ン
は
﹃
イ
ノ
セ

ン
ス
﹄
を
例
に
、
そ
し
て
鈴
木
は
﹃
ル
パ
ン
三
世
﹄
に
お
け
る
山
田
康
雄
か
ら
栗
田

貫
一
へ
の
声
優
交
替
を
例
に
、
伊
藤
剛
の
﹁
キ
ャ
ラ
﹂
概
念
と
共
鳴
さ
せ
つ
つ
、
声

の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
性
を
取
り
上
げ
る
。
声
の
受
容
者
は
、
声
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
性
を

契
機
と
し
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
表
象
レ
ヴ
ェ
ル
を
超
え
て
声
優
の
身
体
を
想

像
す
る
と
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
と
き
言
及
さ
れ
る
﹁
身
体
﹂
と
は
一
体
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
生
得
的
な
身
体
︵
的
特
徴
︶
だ
と
す
れ
ば
、

ど
の
程
度
ま
で
そ
れ
に
還
元
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
だ
ろ

う
。
生
得
的
身
体
と
は
対
立
す
る
後
天
的
な
身
体
、
例
え
ば
声
優
学
校
な
ど
で
発
声

方
法
を
習
得
し
て
制
度
化
さ
れ
た 

│
│ 

規
律
訓
練
を
受
け
た 

│
│ 

身
体
も
想
定
で

き
る
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
身
体
と
い
う
観
点
も
、
当
然
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
両
者
の
議
論
に
お
い
て
は
、
声
を
経
由
し
て
の
着
地
先
と
な
る
身
体
の
位
相
が

判
然
と
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

声
優
の
交
替
に
よ
っ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
は
確
か
に
あ
る

だ
ろ
う
し
、
交
替
し
た
声
優
に
つ
い
て
想
像
を
馳
せ
る
こ
と 

│
│ ﹁
想
像
﹂
と
い
う

概
念
自
体
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が 

│
│ 

も
十
分
に
あ
り
得
る
。
だ

が
、
そ
の
身
体
を
想
像
す
る
と
い
う
こ
と
が
交
替
前
後
の
声
優
を
想
像
す
る
と
い
う

程
度
で
あ
れ
ば
、﹁
身
体
﹂
と
い
う
こ
と
ば
・
概
念
を
こ
と
さ
ら
に
持
ち
出
さ
な
く

て
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
概
念
的
ツ
ー
ル
を
導
入
し
て
も
経
験
的
事
実
の
描

写
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、﹁
身
体
﹂
が
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ワ
ー
ド
化

し
て
し
ま
っ
て
い
る
印
象
も
受
け
る
。
少
な
く
と
も
、
身
体
概
念
に
つ
い
て
の
一
層

29 

川
田
順
造
﹃
聲
﹄、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
、
二
七
七
頁
。
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二
六

こ
と
を
内
藤
が
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
当
該
書

の
誤
認
箇
所
・
内
容
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
声

優
史
に
つ
い
て
の
昨
今
の
研
究
や
記
述
に
お
い
て
、
森
川
・
辻
谷
の
議
論
へ
の
参
照

具
合
と
比
較
す
る
と
、
内
藤
の
議
論
へ
の
参
照
具
合
は
、
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、

極
め
て
低
い
。
前
者
の
議
論
に
依
拠
す
る
に
し
て
も
、
後
者
へ
の
目
配
り
や
批
判
的

検
討
を
含
む
応
答
は
一
定
程
度
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

声
優
を
め
ぐ
る
声
と
身
体
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
身
体
概
念
を
問
い
直
す
必
要
が

あ
る
。
そ
の
際
の
足
場
と
し
て
は
、
イ
コ
ン
／
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
概
念
に
加
え
、
本

稿
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
﹁
声
の
肌
理
︵
粒
︶﹂
と
い
う
概

念
と
そ
れ
を
援
用
し
た
議
論
も
あ
げ
ら
れ
る
。﹁
声
の
肌
理
﹂
概
念
の
援
用
︵
濫
用
︶

に
批
判
的
な
黒
嵜
想
の
議
論
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
、
ア
ニ
メ
・
声
︵
優
︶・
身
体

の
関
係
を
今
後
は
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い 

32 

。
そ
れ
は
、
声
優
史
や
声
優

の
系
譜
を
再
検
討
す
る
た
め
の
補
助
線
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

ア
ニ
メ
と
声
や
、
声
・
身
体
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
関
係
を
論
じ
る
た
め
の
新
た
な

概
念
ツ
ー
ル
や
視
座
の
構
築
が
要
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、
先
行
研
究
の
よ
う
に
、
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
見
地
や
思
想
や
映
像
文
化
史
的
な
観
点

の
み
な
ら
ず
、﹁
音
象
徴
﹂
の
よ
う
な
一
定
の
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
音
声
学
や
言

語
学
の
知
見
も
有
効
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
成
果
は
実
際
の
受
容
の
レ

ヴ
ェ
ル
と
す
り
合
わ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
﹁
聴
取
の
技
法
﹂
を

扱
う
聴
覚
文
化
論
的
な
視
座
も
有
用
で
あ
ろ
う
。

ア
ニ
メ
声
や
メ
イ
ド
声
と
い
っ
た
記
号
化
さ
れ
た
声
の
様
態
、
Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ
の
よ
う

な
Ａ
Ｉ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
お
け

る
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
い
っ
た
問
題
圏
に
も
、
ア
ニ
メ
と
声
︵
優
︶
と
身
体
を
め
ぐ

32 

黒
嵜
の
議
論
に
つ
い
て
は
注
21
を
参
照
。

繰
り
返
す
が
、
ジ
ン
と
鈴
木
の
議
論
は
示
唆
的
で
あ
り
そ
の
イ
コ
ン
や
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
と
い
っ
た
視
点
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
声
・
声
優
の
関
係
に
つ
い
て
の
学
際
的

研
究
の
蝶
番
と
な
っ
た
り
、
メ
デ
ィ
ア
論
や
現
代
思
想
を
援
用
し
た
議
論
に
定
量
的

研
究
を
導
入
す
る
糸
口
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に

も
パ
ー
ス
の
議
論
に
立
ち
戻
り
、
分
析
対
象
の
選
定
や
議
論
の
射
程
も
含
め
て
、
吟

味
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。
ア
ニ
メ
に
お
け
る
声
︵
優
︶
と
身
体
の
関
係
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
本
稿
で
の
指
摘
の
妥
当
性
と
合
わ
せ
て
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。結

び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
声
優
の
系
譜
を
め
ぐ
る
議
論
と
声
と
身
体
の
関
係
に
つ
い
て
の
議

論 

│
│ 

コ
イ
ン
の
裏
表
の
関
係
に
あ
る 

│
│ 

を
、
概
略
的
・
限
定
的
に
で
は
あ
る

が
、
取
り
上
げ
た
。
声
優
の
系
譜
を
め
ぐ
っ
て
は
、
声
優
ブ
ー
ム
を
概
観
し
つ
つ
、

し
ば
し
ば
基
準
と
さ
れ
る
森
川
・
辻
谷
の
議
論
と
そ
れ
に
批
判
を
加
え
た
内
藤
の
議

論
を
取
り
上
げ
た
が
、
一
次
資
料
の
扱
い
を
含
め
、
両
者
の
議
論
に
つ
い
て
は
さ
ら

な
る
突
き
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
る 

31 

。
そ
の
際
、
真
っ
先
に
検
証
の
対
象
と
な
る

の
は
勝
田
久
の
指
摘
で
あ
ろ
う
。
勝
田
の
指
摘
は
﹁
声
優
﹂
と
い
う
こ
と
ば
の
誕
生

を
め
ぐ
っ
て
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
が
、
こ
の
文
献
に
は
多
数
の
事
実
誤
認
が
あ
る

31 

ア
ニ
メ
研
究
に
お
け
る
﹁
史
料
﹂
の
問
題
、
ア
ニ
メ
へ
の
歴
史
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
の
必
要
性
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
研
究
と
し
て
以
下
を
参
照
。
木
村
智
哉
﹁
ア
ニ

メ
史
研
究
原
論 

│
│ 

そ
の
学
術
的
方
法
論
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
構
築
に
向
け
て
﹂、
小
山
昌

宏
・
須
川
亜
紀
子
編
著
﹃
ア
ニ
メ
研
究
入
門
︻
応
用
編
︼ 

ア
ニ
メ
を
究
め
る
11
の
コ
ツ
﹄、

現
代
書
館
、
二
〇
一
八
年
、
一
九
七‒

二
二
一
頁
。



ア
ニ
メ
・
声
・
身
体
に
つ
い
て
の
覚
書

二
七

︻
謝
辞
︼

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
１
７
Ｋ
１
８
４
８
５
︵﹁
ア
ニ
メ
の
﹁
声
﹂
の
文
化

と
そ
の
制
度
化
を
言
語
学
， 

現
代
思
想
， 

メ
デ
ィ
ア
論
の
共
同
で
捉
え
る
試
み
﹂︵
研

究
代
表
者
：
太
田
一
郎
︶︶
の
助
成
を
受
け
た
。
本
研
究
に
関
連
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
複
数
回
開
催
し
、
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー
の
秋
吉
康
晴
氏
︵
京
都
精
華
大
学
︶
と
小
池

隆
太
氏
︵
米
沢
女
子
短
期
大
学
︶、
お
よ
び
参
加
者
全
員
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
共
同
研
究
者
で
あ
る
太
田
一
郎
氏
︵
鹿
児
島
大
学
︶
と
宇
都
木

昭
氏
︵
名
古
屋
大
学
︶
か
ら
も
示
唆
的
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝

申
し
上
げ
る
。

る
議
論
は
進
展
し
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る 

33 

。
少
な
く
と
も
、
ア
ニ
メ
に
お
け

る
声
︵
優
︶
と
身
体
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ら
な
る
議
論
が
求
め
ら
れ

る 

34 

。

33 

ア
ニ
メ
声
に
も
関
わ
る
言
語
学
的
研
究
と
し
て
、
例
え
ば
レ
ベ
ッ
カ
・
ス
タ
ー

の
議
論
は
示
唆
的
で
あ
る
。Rebecca L. Starr “Sw

eet voice: The role of voice quality 

in a Japanese fem
inine style”, Language in Society, vol.44(1), February 2015, pp.1–

34. 

ス
タ
ー
は
、
主
に
日
本
社
会
の
女
性
の
﹁
甘
い
声
﹂︵Sw

eet Voice

︶
に
注
目
し
、
島

本
須
美
や
生
天
目
仁
美
ら
女
性
声
優
の
声
質
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
議
論
の
射
程
は
日

本
社
会
に
お
け
る
声
の
文
化
に
関
わ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
に
ま
で
及
ぶ
。

34 

本
稿
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
初
音
ミ
ク
を
中
心
と
し
たV

O
CA

LO
ID

や
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ルYou Tuber

で
あ
る
﹁V

Tuber
﹂
や
、﹁
バ
ー
チ
ャ
ル
美
少
女
受
肉
﹂

︵
通
称
﹁
バ
美
肉
﹂︶
の
問
題
も
、
声
︵
優
︶
と
身
体
を
考
察
す
る
際
に
は
示
唆
的
で

あ
る
。
関
連
す
る
文
献
と
し
て
以
下
。﹃
美
術
手
帖 
特
集 
初
音
ミ
ク
﹄
6
月
号
、
美
術

出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。﹃
ユ
リ
イ
カ 

総
特
集 

初
音
ミ
ク
﹄
12
月
臨
時
増
刊
号
、
青
土

社
、
二
〇
〇
八
年
。﹃
ユ
リ
イ
カ 

特
集 

バ
ー
チ
ャ
ルYouTuber
﹄
7
月
号
、
青
土
社
、

二
〇
〇
八
年
。hitom

ine

︵
邑
久
り
つ
監
修
︶﹃
あ
た
ら
し
い
女
声
の
教
科
書
﹄、t2library

課
外
活
動
部
、
二
〇
一
五
年
︵
以
下
の
サ
イ
ト
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
︵http://

iciovp.toypark.in/fvp/

︶。︵
情
報
取
得
日
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
八
日
︶︶。




